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米サブプライムローンから派生した金融市場の動揺，資源高に加えて減速傾向に拍車がかかりつつある世界景気，

グルジア侵攻やアフガニスタン情勢など緊張感が高まりつつある安全保障体制，身近なところでは食品の安全性や

食糧の高騰と，悪い話題に関しては枚挙に暇がない状況になっています． 

このような状況下にあって，企業は自社の持続可能な競争優位を創り出す『戦略的CSR活動』が求められていま

す．気候変動危機に対して行動を起こすことも，企業の評判やリスク管理の面だけでなく，企業収益や市場で優位

な地位を得るという点でも有意義な活動になります．その意味で，環境問題への対応を他社には真似のできないレ

ベルにまで高めて自社のコアコンピタンスとすることにより，環境対応に優れた企業としてのブランドを確立して

競争優位を獲得することは，たいへん重要と言えます． 

リコーテクニカルレポート（RTR）も今年度で34号になります．そこで，当社の顔が少しでも見えるような特長

を持たせるべく，環境について小特集を組んでみました．巻頭言は，環境推進担当である酒井取締役専務執行役員

による，環境技術の重要性と今後当社が取り組むべき環境技術の方向性を『環境技術に期待すること』として，ま

た，展望では，谷社会環境本部本部長による，当社が具体的に取り組んでいる主な環境技術の概要を『環境経営の

概念と実現のための環境技術の概要』として，載せております． 

編集に関しては，昨年度は招待論文の図表のみをカラー化しましたが，技術論文や製品技術解説の図表はモノク

ロのままでグラフや解析画像が見づらく，大変ご不便をおかけしました．そこで，今年度は少しでも図表を見やす

くすべく，全ての図表のカラー化を図りました．逆に，技術論文，製品技術解説の図表の中に，カラー化を十分生

かし切れていないものがある点はご容赦下さい． 

このRTRを通じて，多くの方に当社の技術を知って頂き，当社の製品だけでなくプロセス，人を感じ取って頂け

れば幸いです． 

（小瀬古 久秋） 
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